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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1967：増殖炉が実用化されるまでの間の核燃料の有効活用
1972～　プルトニウムの余剰対策として
1994　海外返還プルトニウムは事業者にて消費
2000　97年電事連発表のまま　2010年までに16～18基で順次実施
2005　着実に推進
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